実験　結晶のでき方と結晶の大きさとの関係を調べよう！！
実験

　マグマが冷えてできた火成岩はその冷え方によって結晶の大きさに違いがあった。ハイポという観賞魚用水のカルキ抜き剤を使って温度の違いによって結晶の大きさが違うか調べてみよう。

★予想しよう

　急に冷えてできるハイポの結晶の大きさは?

　ゆっくり冷えてできるハイポの大きさは?

1. 準備

　□ハイポ　　□試験管×2　　□ビーカー×2　　□お湯　　□氷

2．実験方法と留意点

　1)ハイポを熱湯で溶かす

　2)ハイポをお湯または冷水に浸して冷却する。

　3)すりつぶしたハイポを一粒、試験管の中に入れる。

　4)結晶の出来具合を観察する。

3．実験の結果



　　　結晶の大きさ

　常温
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　冷水
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4．考察

　1)結晶の大きさと冷却温度からどのようなことが言えるか？

　2)ハイポは過冷却現象によって結晶化する。身の回りにある過冷却を利用したものは何だろうか？

補足；ハイポとはチオ硫酸ナトリウム(Na2S2O3)のことで常温では無色の結晶である。

チオ硫酸ナトリウムは還元剤で、その還元剤によってカルキ(塩素：酸化剤)を還元し中和する。

　チオ硫酸ナトリウムは過冷却する。過冷却とは物質の相変化において、変化するべき温度以下でもその状態が変化しないでいる状態を指す。例えば液体が凝固点を過ぎて冷却されても固体化せず、液体の状態を保持する現象である。過冷却状態にある物質に何らかの刺激(振動)を加えると、急速に結晶化する。

　過冷却を利用した商品：エコカイロ

　ビニールの容器に酢酸ナトリウム水溶液と金属片が入って密封されているカイロ。金属片に刺激を与えることで、透明の液体状であった内溶液が白い不透明の凝固体へと変化し始める。その時に発生する凝固熱をカイロとして利用することができる。45-50℃くらいの温度で40~60分程度持続させることができる。これは酢酸ナトリウム水溶液の過冷却を利用した製品であるため、固体化してしまった内溶液は熱湯で液体に戻し、室温まで放置冷却することによって再生可能。

火成岩の組織と分類

火成岩はマグマが冷却・固結して形成されるが、組織により2つのグループに区分できる。
· 　　　　　　・・・マグマだまり中で結晶になった斑晶と、地表近くで急冷されてできた微細な結晶の集まりからなる石基で構成される組織【　　　　　　　】を持つ火成岩。
· 　　　　　　・・・マグマだまり中でゆっくり成長した大きめの結晶から成る組織【　　　　　　　】を持つ火成岩。
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